
目標
低濃度な食品サンプル中の残留農薬定量分析において、
同時にマトリックスの影響を網羅的にモニターする

背景
食糧供給の安全を担保するための最も大きな課題の 

1つは、非常に複雑なマトリックスサンプル中に含まれる
低濃度の危険物質を正確に測定することです。
食品中の農薬分析では、タンデム四重極型質量分析計
と液体クロマトグラフを組み合わせたLC/MS/MSシステム 

を用いて、サンプルマトリックスの問題の改善がなされ
てきました。しかし、現在でも特に目的化合物と物性が
類似したサンプルマトリックス下における定量精度の 

確保が問題になっています。
サンプル中の夾雑物の複雑さはサンプルの種類によっ
て異なり、データの正確性や再現性に問題が起こる場合
があります。

全ての分析サンプル中のマトリックスの影響を正確に 

把握することは、サンプルの種類だけではなく、同じ 

サンプルマトリックスでもバッチやサンプル間で夾雑物
の影響が異なる食品分析においては、データの品質を
維持する上で非常に有益です。

通常の残留農薬の定量分析においてはmultiple reaction 

monitoring（MRM）モードが用いられます。一般的なLC/

MS/MSシステムでは、MRMモードと同時にサンプルマト
リックスを網羅的にモニターすることはできません。
今回は、XevoTM TQ-Sの特長の一つである、超高感度分析
とマトリックスの網羅的な同時モニター機能について 

ご紹介します。

高感度多成分残留農薬 
分析におけるマトリックスの
同時モニター機能

Xevo TQ-S のRADAR機能は残留農薬定量のための
MRM分析と同時に、サンプルマトリックスの成分を確認
するためのスペクトル情報を取得することができます
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図1. Xevo TQ-Sの分析手法であるRADARは、MRMモードで残留農薬の

多成分一斉高感度測定を実行するだけでなく、フルスキャンモードで

サンプル中のバックグラウンドをモニターすることができます



アプローチ
ACQUITY UPLCⓇ/ Xevo TQ-Sを用いて、ブドウ、アボカド、
マジョラムおよび生姜中の残留農薬分析を行い
ました。各サンプルのクリーンアップにはDisQuE TM 

（QuEChERS法）を使用しました。
ACQUITY UPLCの分析条件は一般的なギ酸を含んだ逆
相の条件を用いました。
Xevo TQ-SのRADARTMモードでのデータ取得設定を
図1に表示しました。RADARは高感度定量分析のため
のMRMモードの取り込みとスキャンモード取り込み
を同時に行い、ターゲット化合物の高感度検出だけ
でなく、バックグラウンドのデータを網羅的に取り込
む事ができます。マトリックスの影響を分析の間常に
モニターする事ができる非常にデータ情報量が多い
取り込み手法です。

Xevo TQ-Sの高速スキャンスピードとMSモードとMS/MS

モードの早い切り替え時間は残留農薬多成分一斉高
感度定量分析の精度を向上させるだけでなく、同時
にフルスキャンモードでマトリックスの影響をモニター
することが可能です。
図2にRADARモードで取得した、ブドウ、マジョラム、
アボカド、生姜中にヨーロッパの最大残留基準値
（MRL）である0.01 mg/kgの農薬をスパイクしたクロ 

マトグラムを表示しました。RADAR取り込みモード
は分析する全ての試料についてのマトリックスをフル 

スキャンデータとして取り込むことができます。この
フルスキャンデータはイオン化抑制を引き起こすマ
トリックスの同定やサンプルクリーンアップの検討を 

行う場合に有効な情報となります。また、マトリックス 

の影響のモニターでサンプルクリーンナップの効果
の検討やバッチ間のサンプルの違いを確認する事も 

できます。

ターゲット化合物と同時に溶出するマトリックスを 

フルスキャンデータでモニターするこの技術は、サン
プル中に含まれる成分の“常に確認可能な”スペク
トル情報を提供することができます。図3にブドウ中 

のジメトエートと同時溶出する化合物のスペクトル 

データを表示しました。

まとめ
RADARモードにより、高感度残留農薬定量と同時に、サンプル由来成分のスペクト
ル情報を取得することができました。またこの技術は、MRM定量結果の精度を犠牲
にすることがありません。

RADARモードは食品中の微量のコンタミネーションの確認分析においても、データ
取得効率が向上します。
信頼が高く堅牢なメソッドを開発するためには、各サンプル中のマトリックス変動、
サンプルクリーンナップ効果の評価、サンプルのバッチ間の違いを正確に把握する
ことが必要ですが、その場合においてもRADAR技術は有効です。
マトリックスの正確な評価はラボにおける生産性の向上にもつながります。
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図2. ブドウ（マトリックス1 g/ml）、アボカド（マトリックス1 g/ml）、マジョラム（マトリックス0.1 g/

ml）および生姜（マトリックス0.1 g/ml）中に0.01 mg/kgの農薬をスパイクし、RADARモードによって

得られた、フルスキャンデータとMRMデータの重ね書きクロマトグラム
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図3. ブドウ中のジメト

エート（0.01 mg/kg）の

MRMクロマトグラムと、

スキャンデータの重ね

書き及びジメトエート

溶出時のマススペクト

ルデータ
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